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研究成果

次数が d で特異点の最大重複度が d − 2 である平面代数曲線を (d, d − 2) 型であるという．
(d, d − 2) 型の有理尖点曲線については，フレナー・ザイデンベルグ氏の行った研究，および，研
究代表者と戸野恵太氏との共同研究で分類が完成している．構成は射影直線に退化型の 2 次クレ
モナ変換をくり返してを変換することによる．研究代表者と当時博士後期課程の大学院生であった
M.Saleem氏は，この結果を任意の特異点を許した (d, d − 2) 型の有理平面曲線に拡張した．平成
19年度総合研究機構研究プロジェクト研究において，研究代表者の酒井は，M.Saleem氏，戸野恵
太氏との共同研究により，上記 (d, d− 2) 型の平面有理曲線の分類結果を，正種数 g を持ち，任意
の特異点を許す (d, d − 2) 型の特異平面曲線に拡張した．まず，これらの平面曲線の特異点の数値
型を分類して，その数値型を実現する曲線の構成法の帰納的なアルゴリズムを得た．次ぎに，その
ような平面曲線はクレモナ変換により，標準的な平面超楕円曲線に変換されることを示した．主結
果は下記の通りである．ここでは，平面曲線 C の各特異点 P に対して，記号mP (C) で P にお
ける重複度列系を表し，特異点の重複度列系を列記したものを Data(C) で表している．省略記号，
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なども用いる．

定理 1 C を種数 g の (d, d− 2) 型の平面曲線とし，重複度 d− 2 の特異点を Q ∈ C で表す． こ

のとき，下記の結果が成立する．
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ただし，
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であって，次の条件が成立している（N は Q における C の異なる接線の個数である）．

(1)
N∑

h=1

kh +
s∑

h′=1

k′
h′ = d−2かつ

N∑
i=1

ai +
n+n′∑
j=1

bj = d−g−2である．ただし，i = 1, . . . , s,

bj > 0, について，ai ≥ 0 (ai > 0 である．

(2) n, n′, s ≥ 0 かつ n′ + s′ ≤ 2g + 2 である．ここで，s′ = #{j|as+j > 0} とした．
(3) i = 1, 2, . . . , s に対して，もし，k′

i = ki ならば，ai ≥ ki であり，もし，k′
i > ki なら

ば，ai = ki である．

(4) i = s + 1, . . . , N について，もし，ai > 0 ならば，ki が偶数で ai ≥ ki/2 を満たすか，

ki が奇数で，ai = (ki − 1)/2 である．

(ii) Data(C) は デグチャーレフ氏の 2-公式 T (C) によって記述される．

定理 2 種数 g の (d, d − 2) 型既約平面曲線 C に対して，C を平面曲線

Γ : y2 =
2g+2∏
i=1

(x − λi),

に写すクレモナ変換が存在する．逆に，平面曲線 Γ と d ≥ g + 2 を満たす d および，条件 (1)–(4)

を満たす重複度列系の組 M が与えられれば，

(a) Data(C) = M ,

(b) C は Γ にクレモナ双有理である.

となる (d, d − 2) 型既約平面曲線 C が存在する．
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